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- - 0.55 見付け面積、構造耐力を改変をせず安全性を確保しつつ、自然採光性能の向上

【ご要望】 子供の成長を機に、郊外の賃貸から便利で生活しやす
い街中に転居をするため中古住宅を購入。しかし縦長の敷地に
建てられた家で日当たりが良くない。日当たりが良く、思い通り
の間取りに変更できるようなリフォームをしたい。
【設計】 認証取得型の軽量鉄骨ユニット工法の家。どこで構造耐
力を担っているかがよくわからず、図面からも判断ができない。
区役所に相談してみても「当時の設計者か、構造に詳しい新築
時のメーカーに相談して判断してほしい」とのこと。そこで当時
のメーカーに協力をお願いしたところ、快く対応して頂き、構造

耐力を担っている箇所を教えてもらい、法的に改変できる間仕
切り壁を模索～確定しながら設計を進めた。また準防地域のた
め、窓や外壁の改修は基本的にしないで、内窓の形状を工夫す
る事でお客様の希望の間取りを実現。採光改善のため、水平剛
性を担っていない木構造の2階の床の一部を撤去し吹き抜け化
し、さらにトップライトをベランダのパラペット内に計画する事で、
将来のメンテナンスを足場の設置なしでできるだけでなく、見付
け面積を変えないことで、風圧力に対しても充分な安全性を確
保しつつ、LDKの採光を大幅に改善した。

□ a.ストックの有効活用 ／ □ b.技能者不足への対応 ／ □ c.地域・コミュニティの活性化 ／ □ d. 既存流通の活性化等✔ ✔
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メーカーの協力により築30余年の軽量鉄骨ユニット工法の中古住宅を
改修した作品である。2階木構造床の一部撤去によるLDの吹き抜け
可、ベランダパラペット内へのトップライト新設など、構造に影響を与
えない大胆な操作により採光が大幅に改善されている。


